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琵
琶
湖
の
ヘ
ド
ロ
を
ナ
ノ

（１
０
０
万
分

の
１

リミ
）
単
位
の
微
細
な
気
泡
を
生
む
装
置

で
浄
化
す
る
実
証
実
験
に
、
滋
賀
県
の
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

一
び
わ
湖
ト
ラ
ス
ト
と
立
命
館

大
な
ど
が
取
り
組
み
、
１
３
０
日
間
で
約
８

参
の
分
解
効
果
を
確
認
し
た
。
湖
底
に
は
毎

ナノ気‐泡 琵琶湖|お掃‐除

、立命大など

年
２

リミ
程
度
の
ヘ
ド
ロ
が
た
ま
り
、
悪
臭
な

ど
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
。
実
験
関
係
者
は

「大
き
な
効
果
が
出
た
。
近
畿
１
４
５
０
万

人
の
飲
料
水
源
の
環
境
改
善
に
向
け
、
事
業

化
を
目
指
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

共
千
葉
紀
和
、
写
真
も
】

水
中
の
パ
ク
テ
リ
ア
活
性
化

ヘ
ド
ロ
を
分
解
・浄
化

琵
琶
湖
大
橋
の
南
側
に
あ

た
る
南
湖
で
は
近
年
ヘ
ド
ロ

が
た
ま
り
、
水
質
汚
濁
や
地

球
温
暖
化
に
つ
な
が
る
メ
タ

ン
ガ
ス
が
発
生
し
て
い
る
。

湖
底
の
低
酸
素
化
が
進
み
、

バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
る
浄
化
が

進
ま
な
い
こ
と
が

一
因
と
さ

れ
ヽ
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
酸
素

を
継
続
的
に
送
り
込
む
仕
組

み
を
研
究
し
て
き
た
。

装
置
は
機
械
開
発
ベ
ン
チ

ナ
ノ
バ
ブ
ル
発
生
装
置

（奥
）

で
実
験
す
る
び
わ
湖
ト
ラ
ス
ト

の
関
係
者
ら
。
手
前
は
太
陽
光

発
電
で
動
く
装
置
――
大
津
市
の

琵
琶
湖
上
で

ャ
ー
の
西
研
デ
バ
イ
ズ

（大

阪
市
）
な
ど
が
開
発
、
立
命

館
大
の
今
中
忠
行
教
授

（環

境
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

ら
が
ヘ
ド
ロ
分
解
状
況
を
分

析
し
た
。
空
気
や
濃
縮
酸
素

を
送
り
、
特
殊
な
セ
ラ
ミ
ツ

ク
ス
の
細
か
い
穴
か
ら
気
泡

を
噴
出
さ
せ
る
。
発
生
し
た

超
微
細
気
泡
は
、
通
常
の
気

泡
に
比
べ
長
時
間
水
中
に
滞

留
し
や
す
く
、
バ
ク
テ
リ
ア

を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
。

実
験
で
は
、
大
津
市
の
琵
琶

湖
で
湖
底
の
へ

‐ド
ロ
を
約
２

・
２
研
四
方
に
仕
切
り
い
２

０
１
２
年
３
月
ヽ
昨
年
１２
月

に
装
置
の
整
備
や
改
良
を
し

な
が
ら
効
果
を
確
認
し
た
。

漁
獲
量
が
激
減
し
て
い
る

固
有
種
セ
タ
シ
ジ
ミ
の
再
生

や
、
湖
魚
を
養
殖
す
る
い
け

す
の
環
境
改
善
も
期
待
さ
れ

る
０
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
高
木
順
理

事
（６７
）
は

一
太
陽
光
発
電
で

動
く
、
移
動
型
の
浄
化
装
置

も
実
験
し
て
お
り
、
持
続
可

能
な
水
質
改
善
事
業
の
モ
デ

ル
を
作
り
た
い
」
と
意
気
込

む
。


